
ア
フ
リ
カ
西
部
に
位
置
す
る
ナ
イ
ジ
ェ
リ

ア
。
街
を
歩
く
と
、
道
端
に
放
置
さ
れ
て
い

る
自
動
車
が
目
に
付
く
。
し
か
も
、
よ
く
見

る
と
、
窓
ガ
ラ
ス
が
な
か
っ
た
り
タ
イ
ヤ
が

取
れ
て
い
た
り…

。
不
法
投
棄
さ
れ
た
廃
車

が
ほ
と
ん
ど
だ
。
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、

ガ
ソ
リ
ン
や
オ
イ
ル
な
ど
が
も
れ
出
す
危
険

が
あ
る
。

こ
う
し
た
廃
車
も
き
ち
ん
と
処
理
す
れ
ば
、

エ
ン
ジ
ン
や
ハ
ン
ド
ル
、
タ
イ
ヤ
な
ど
の
部

品
を
再
利
用
で
き
る
可
能
性
が
高
い
。
車
体

に
使
わ
れ
て
い
る
鉄
や
ア
ル
ミ
と
い
っ
た
素

材
も
リ
サ
イ
ク
ル
可
能
だ
。

日
本
は
ご
み
減
量
化
の
徹
底
を
目
指
し
、

２
０
０
５
年
に
「
使
用
済
自
動
車
の
再
資
源

化
等
に
関
す
る
法
律
（
自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル

法
）」
が
施
行
さ
れ
、
車
体
の
９
割
以
上
が
部

品
や
原
材
料
と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。

し
か
し
、
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア

に
は
〝
自
動
車
を
リ
サ
イ
ク

ル
す
る
〞
と
い
う
概
念
は
な

い
。
そ
こ
で
立
ち
上
が
っ
た

の
が
、
石
川
県
に
本
社
を
構

え
る
会
宝
産
業
株
式
会
社
。

１
９
６
９
年
の
創
業
以
来
、

自
動
車
を
解
体
し
て
取
り
出

し
た
中
古
部
品
を
、
世
界
69

カ
国
で
販
売
す
る
ビ
ジ
ネ
ス

を
展
開
し
て
い
る
。

そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
国
際
協
力
に
生
か
せ
な

い
か―

。
同
社
は
、
03
年
に
全
国
の
自
動
車

リ
サ
イ
ク
ル
業
者
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｒ
Ｕ
Ｍ
ア

ラ
イ
ア
ン
ス
を
設
立
。
開
発
途
上
国
の
政
府

関
係
者
や
自
動
車
販
売
業
者
な
ど
を
日
本
に

招
き
、
自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
話
し

合
う
「
国
際
リ
サ
イ
ク
ル
会
議
」
や
、
２
０

１
２
年
の
「
国
連
持
続
可
能
な
開
発
会
議
（
リ

オ
＋
20
）」
で
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
な
ど
、

自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
の
普
及
に
力
を
注
い
で

き
た
。

　
そ
し
て
今
、
会
宝
産
業
は
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア

で
社
の
強
み
を
生
か
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
を

目
指
し
て
い
る
。
08
年
の
「
国
際
リ
サ
イ
ク

ル
会
議
」
で
同
国
の
現
状
に
つ
い
て
知
っ
た

の
が
き
っ
か
け
。
８
０
０
０
台
も
の
廃
車
が

放
置
さ
れ
て
い
る
首
都
ア
ブ
ジ
ャ
に
工
場
を

建
設
し
、
現
地
の
人
々
と
共
に
運
営
し
て
い

く
計
画
だ
。

　
し
か
し
、
同
社
が
海
外
で
工
場
を
操
業
す

る
の
は
初
め
て
の
こ
と
。「
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
の

事
情
に
詳
し
い
わ
け
で
も
な
く
、
単
独
で
の

事
業
展
開
の
リ
ス
ク
は
大
き
か
っ
た
。
そ
こ

で
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
制
度
を
活
用
し
よ
う
と
思
っ

た
の
で
す
」
と
馬
地
克
哉
専
務
取
締
役
。
２

０
１
２
年
３
月
か
ら
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
協
力
準
備

調
査
（
Ｂ
Ｏ
Ｐ
ビ
ジ
ネ
ス
連
携
促
進
）※

を
活

用
し
て
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
立
ち
上
げ
に
奔
走
し

て
い
る
。

　「
自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
は
、
こ
れ
ま
で
ナ
イ

ジ
ェ
リ
ア
に
は
な
か
っ
た
発
想
。
お
互
い
初

め
て
の
こ
と
ば
か
り
で
、
必
要
な
情
報
が
な

か
な
か
得
ら
れ
な
い
な
ど
の
苦
労
も
多
い
。

そ
こ
で
週
に
１
回
は
テ
レ
ビ
会
議
で
打
ち
合

わ
せ
を
し
た
り
、
３
カ
月
に
一
度
は
必
ず
現

地
を
訪
れ
る
な
ど
、
で
き
る
だ
け
顔
を
見
な

が
ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
、
意
志

疎
通
を
図
っ
て
い
ま
す
」
と
馬
地
さ
ん
は
話

す
。

　
調
査
の
結
果
、
廃
車
は
首
都
の
車
両
管
理

局
か
ら
入
手
し
、
リ
サ
イ
ク
ル
し
た
部
品
や

原
材
料
は
、
地
元
の
販
売
業
者
や
製
鉄
所
と

連
携
し
て
販
売
で
き
る
可
能
性
が
見
え
て
き

た
。
自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
ビ
ジ
ネ
ス
の
流
れ

を
軌
道
に
乗
せ
る
べ
く
、
現
地
の
投
資
会
社

自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
を

ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
根
付
か
せ
る

国 際 協 力 の 担 い 手 た ち

リ
サ
イ
ク
ル
す
れ
ば

立
派
な
資
源
に

自動車リサイクル技術をアフリカへ

と
合
弁
会
社
を
設
立
し
、
工
場
の
建
設
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。

　
ま
た
、
工
場
を
運
営
す
る
人
材
の
育
成
も

欠
か
せ
な
い
。
そ
こ
で
自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル

を
担
当
す
る
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
自
動
車
評
議
会

（
Ｎ
Ａ
Ｃ
）
の
行
政
官
や
、
自
動
車
解
体
の
技

術
者
を
対
象
に
日
本
で
研
修
を
実
施
。
会
宝

産
業
の
研
修
施
設
で
、
廃
油
や
ガ
ス
の
処
理

方
法
か
ら
工
場
の
経
営
ノ
ウ
ハ
ウ
ま
で
、
社

員
が
一
か
ら
伝
え
て
い
る
。

　
研
修
に
参
加
し
た
Ｎ
Ａ
Ｃ
の
ワ
フ
ォ
ー
ル
・

エ
リ
ッ
ク
さ
ん
は
、「
自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
事

業
が
根
付
け
ば
、
街
の
環
境
や
景
観
が
良
く

な
る
だ
け
で
な
く
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
と
し

て
雇
用
が
生
ま
れ
、
地
元
の
人
々
の
生
計
向

上
、
経
済
発
展
に
も
つ
な
が
り
ま
す
」
と
期

待
を
寄
せ
る
。

　「
将
来
的
に
は
、
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
が
全
宝
産

業
の
部
品
調
達
や
販
売
ル
ー
ト
の
一
つ
に
な

る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
ア
フ
リ
カ
は
、
自

動
車
リ
サ
イ
ク
ル
ビ
ジ
ネ
ス
の
可
能
性
に
あ

ふ
れ
て
い
る
。
そ
う
確
信
し
て
い
ま
す
」
と

馬
地
さ
ん
。
使
わ
れ
な
く
な
っ
た
自
動
車
を

〝
宝
〞
に
変
え
る
ビ
ジ
ネ
ス
を
普
及
さ
せ
る
べ

く
、
会
宝
産
業
の
挑
戦
は
続
く
。

会宝産業株式会社

プロジェクトの開始時、アブジャで開かれた
ミーティングには150人ほどが集まった

経済の中心地ラゴスにある自動車部品を販
売する市場。国内で統一された自動車リサイ
クルに関する法律や制度はない

※年間３,０００ドル以下で暮らすＢＯＰ層（Base of the Pyramid）を対象にした
ビジネス展開の調査を支援する制度。

石川県にある研修施設「国際リサイクル教育
センター」（IREC）で、車両から部品を取り出
す技術を学ぶナイジェリア人の技術者

使われなくなった自動車を解体し、回収した部品を再利用する―。
石川県に拠点を置く会宝産業株式会社は、
廃車の不法投棄が深刻なナイジェリアで

自動車リサイクル事業をJICAと協働で進めている。

会宝産業では車両
の情報をオンライン
で管理。車両を見
ながらそのシステム
について説明を受
ける研修員

アブジャ
ラゴス

ナイジェリア

１日約15台の解体ができるよう、日本の研修を通じて効率的かつ正確な技術の習
得を目指す
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